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（５）研究成果の概要（公開） 
低分子量 G タンパク質は真核生物の細胞内情報伝達において分子スイッチの役割を果たしている。こ

のうち、Rho ファミリーG タンパク質は細胞の形態や運動の制御すなわち細胞骨格型の制御に、Rab フ

ァミリーG タンパク質は細胞内膜輸送や物質輸送の制御に深く関与している。我々はこれまでに分裂酵

母のモデル系を用いて分子遺伝学的解析、細胞生物学的解析により Rho ファミリーおよび Rab ファミリ

ーの細胞骨格および膜輸送制御における働きについて、解析を進めてきた。 
分裂酵母の Ypt5 は哺乳動物細胞における Rab5 のオルソログであり、エンドソーム上での膜融合に

関与すると考えられている。我々は ypt5変異細胞において、ある細胞膜タンパク質の局在異常を見出し、

この原因を突き止めるべく、デルタビジョン顕微鏡用いて３次元ライブ観察を行った。いくつかのオル

ガネラマーカーとの同時観察や、阻害剤処理による局在の変化などを行い、その細胞膜タンパク質の細

胞内動態を調べた。得られた画像データを定量解析することで、ypt5 変異細胞での細胞膜タンパク質の

動態異常についての詳細が明らかになってきた。 
 


